






要約:親子関係の障害などが関与する小児疾病を医学・家庭社会病理の視点から分担研究

した。被虐待児予防対策とフィールド研究による虐待予備群の予防の可能性、マニュアル

検討を検討した。小児心身症発症の背景因子を解析し、対応策を策定した。学習障害の定

義を明かにし、中枢性障害と介入効果を検討した。病児をもつ家庭のきょうだいへの影響、

親への心理・経済・社会的影響を調査した。先天異常症候群の有病率、自然歴と医療・療

育の方法の調査を開始した。


